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（１）事業（事業費、実施工程等）の執行状況
１）事業費の執行状況

（単位 千円）
費 執

（単位：千円）

平成28年度 平成28年度
予算額 執行見込額

152,774,000 1,189,200 1,189,200 67 ,109 ,888 85,664,112
43.9%

備　　　考
（H28年度迄の進捗率）

建設費

平成29年度以降項 細　　目 工　　種 事業費
平成28年度迄

執行見込額

工事費
77,810,000 270,000 254,000 9 ,244 ,290 68,565,710

11.9%

ダム費
34,414,000 0 0 2 ,248 ,126 32,165,874

6.5%

導水路費
29 850 000 0 0 42 290 29 807 710

0.1%
29,850,000 0 0 42 ,290 29,807,710

管理設備費
3,319,000 0 0 0 3,319,000

0.0%

仮設備費
10,227,000 270,000 254,000 6 ,953 ,874 3,273,126

68.0%

測量設計費
21,933,000 123,000 148,000 18 ,230 ,387 3,702,613

83.1%

用地費及補償費
51,010,000 788,500 783,500 37 ,952 ,378 13,057,622

74.4%

補償費
32,077,000 4,500 62,000 31 ,285 ,793 791,207

97.5%
32,077,000 4,500 62,000 31 ,285 ,793 791,207

補償工事費
18,933,000 784,000 721,500 6 ,666 ,585 12,266,415

35.2%

船舶及機械器具費
2,021,000 7,700 3,700 1 ,682 ,832 338,168

83.3%

事務費等 67 1%事務費等
32,226,000 606,300 560,300 21 ,635 ,716 10,590,284

67.1%

建設事業事務費
20,615,000 445,151 408,151 16 ,062 ,793 4,552,207

77.9%

一般管理費等
11,611,000 161,149 152,149 5 ,572 ,923 6,038,077

48.0%
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185,000,000 1,795,500 1,749,500 88 ,745 ,604 96,254,396
48.0%合計

事業費の内訳及び合計は、現在変更手続き中の事業実施計画（第5回変更）の内容に基づくものである。



２）実施工程の進捗状況

思川開発事業 工事予定表（案）思川開発事業　工事予定表（案）

4 7 10 1 4 7 10 1 4 7 10 1 4 7 10 1 4 7 10 1 4 7 10 1 4 7 10 1 4 7 10 1 4 7 10 1
～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

6 9 12 3 6 9 12 3 6 9 12 3 6 9 12 3 6 9 12 3 6 9 12 3 6 9 12 3 6 9 12 3 6 9 12 3

平成29年度 平成30年度 平成31年度平成28年度 平成34年度 平成35年度 平成36年度平成32年度 平成33年度

諸手続、各種補償

契約手続き

転流工

基礎掘削

基礎掘削までに転流工
閉塞工

契約公告

基礎掘削

盛立工

仮設備（コンクリート製造設備）

ダ
ム 据付工 撤去工

洪水吐きコンクリート

放流設備

管理設備

契約手続き

取水放流工

導水路・送水路等

導
水
路

契約公告

付替県道

付替林道

付
替
道
路
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この工程表は、現在変更手続き中の事業実施計画（第5回変更）の内容に基づくものである。

試験湛水



H28年度までの主な実施状況（H29年3月時点）

工　種 （実施済の内容） （残事業の内容）

ダム本体 ・H22.3　実施設計（本体） ・実施設計（放流設備等）

・H23.3　仮排水トンネル及び放流管敷設トンネル完成 ・本体工事（H31公告予定）

導水路 ・H20.12　概略設計 ・導水路工事（H30公告予定）

管理設備 - ・実施設計

・管理設備工事

仮設備 ・県道改良：12.1km／13.2km施工済 ・県道改良：1.1km

・ダム用仮設備

用地及び補償 ・南摩ダム関係：371ha／372ha取得済 ・南摩ダム関係：1ha取得

・導水路関係：3.159ha／3.159ha取得済 ・漁業補償

家屋移転 80世帯／80世帯移転済・家屋移転：80世帯／80世帯移転済

補償工事 ・付替県道：4.3km／6.4km施工済 ・付替県道：2.1km（トンネル３本、橋梁４橋、明かり部1.2km）

 （トンネル２本、橋梁３橋、明かり部2.4km）

3

・付替林道：0km／24.4km（1.6km契約済） ・付替林道：24.4km（明かり部24.4km）



②付替県道７号橋工事（H25.8竣工）①付替県道６号橋工事（H23.10竣工） ③付替県道８号橋工事（H23.10竣工）

工事実施状況

中村

粟沢

導
水
路

送水路

原石山

④

②

① ③ ⑤

④付替県道１号トンネル工事（H24.8竣工）

南摩ダム

笹之越路

中

ささのこえじ

上久我栃木線
かみくがとちぎせん

梶又

我栃木線

⑦
集団移転地

⑥

県道上久我栃木線

西ノ入

⑤付替県道４号トンネル工事（H28.3竣工） ⑥仮排水・放流管敷設トンネル呑口（上流側坑口） （H23.3 竣工） ⑦集団移転地⑤付替県道４号トンネル工事（H28.3竣工） ⑥仮排水 放流管敷設トンネル呑口（上流側坑口） （H23.3 竣工） ⑦集団移転地

放流管敷設トンネル

転流工：仮排水路トンネル
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ダム本体の実施状況

付替県道(生活再建工事)

送水路

付替県道(生活再建工事)

洪水吐き

転流工：仮排水路トンネル（L=807m)
水 水 放流 備

管理所

放流管敷設トンネル（L=606m）

利水・水位低下放流設備

上流側← 上流側
下流側 →

上流仮締切

南摩機場

凡　　例

平成27年度迄

5

南摩ダム本体
平成28年度

平成29年度以降



仮設備（工事用道路等）の実施状況

H29.2 トンネル内舗装（路盤工）実施中

黒
　
川

黒

黒川取水放流工

荷
引
田
線

た
が
ひ
き
た
せ
ん

導
水
路

大芦川取水放流工

線
せ

ん

板
荷

い
た
が

路
黒
川
導

①工事用道路トンネル付帯設備等工事

H29. 2 法枠工施工完了

大　芦　川

入
粟

野
引

田
線

い
り
あ

わ
の

ひ
き

た

石裂
おざくかみひな

大
芦

川
導

水
路

荒　井　川

上
久
我

か
み
く
が

石裂上日向線

くかみひなたせん

久
我
栃
木
線

が
と
ち
ぎ
せ
ん

上久我栃木線
かみくがとちぎせん

凡　　例

平成27年度迄
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平成28年度

平成29年度以降

南摩ダム



補償工事（付替県道・林道）の実施状況
H29. 2 橋梁架設箇所全景
( 場製作中)(工場製作中)

(工場製作状況)

H29. 2トンネル本体

掘削施工中 付替県道５号橋上部工工事
付替県道２号トンネル工事

掘削施工中 付替県道 号橋 部 事

付替県道 約6,400ｍ

大
芦
川
導

送水路

中村

粟沢

川
導
水
路

工
事
用
道
路
１
号
線

南摩注水工

J 8

J 7

J 6

J 5

J 4

J 3

J 2

J 1

原石山原石山

南摩ダム

笹之越路
ささのこえじ

上久我栃木線
かみくがとちぎせん

梶又

工事用道路２号線(現
道拡幅)

洪水吐き

J22

J21

J20

J19

J18

J17

J16

J15

J14

J13

J11

J10

J 9

J 8

J23

J12

沢ノ入
和田進入路

下奈良出　進入路

沖ノ下進入路笹之越路進入路

凡　　例

平成27年度迄

工事用

西ノ入

奈良出進入路

西
ノ
入
2号

進
入
路

西
ノ
入
1号

進
入
路
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平成28年度

平成29年度以降
付替林道 約24,400ｍ



進捗状況（平成29年3月時点）

補償基準他 H13.12 損失補償基準に関する協定書調印

用地取得（導水路）

用地取得（南摩ﾀﾞﾑ）
（※372ha） 99%（371ha）

用地取得（導水路）
（3.159ha）区分地上権設定含む

家屋移転
（80世帯）

100%（3.159ha）

100%（80世帯）（80世帯） 100%（80世帯）

代替地造成 100%（31世帯）

県道改良（約13.2km）

付替県道（約6.4km）

92％（12.1km） 99%
（13.1km）

67％(4.3km) 72%（4.6km）付替県道（約6.4km）

仮排水路トンネル

67％(4.3km)

付替林道（約24.4km） 7%（1.6km）

ダム本体及び関連工事

導水路、送水路
及び関連工事

仮排水路トンネル

（H23.3完成）
ダム本体工 管理設備 試験湛水基礎掘削

送水路 南摩機場南摩注水工
黒川導水路

大芦川導水路
黒川取水放流工

大芦川取水放流工及び関連工事 大芦川導水路大芦川取水放流工

付替道路完成 契約 県道改良完成 契約
完成：工事が完成した道路延長（未供用を含む。舗装,付帯設備の未施工を含む）
契約：工事を契約した道路延長

8※ 取得面積確定の協力が得られたため、全体面積を変更



（２）事業費縮減の実施状況
１）事業執行体制
・思川コスト縮減 ＰＴ

今後の設計、施工計画から施工に至るまでのあらゆるプロセスにおいて、より一層のコスト縮減を図
るため、コスト縮減ＰＴを設置し、事業費の費目毎に検討を行って事業費の縮減を目指す。

・思川i-ＣＭ（ｉ-Construction＆Management）ＰＴ

昨今のＩＣＴ技術の進展に伴い、思川開発事業でも積極的にダム工事等への導入を検討するため思川

・事業費管理（事業費管理体制の強化）

昨今の 技術の進展に伴 、思川開発事業でも積極的にダム 事等 の導入を検討するため思川
i-ＣＭ ＰＴを設置し施工の効率化を推進するとともに、コスト縮減を目指す。

事業費管理を更に強化するため、発注作業の前に、予算担当による概算設計額と事業費計上額のチェ
ック、所長等による実施内容の必要性等の確認及び発注前会議を行うなど、所内のチェック体制を強化
する。

発注課

概算設計額
発注準備

予算担当課

予算担当チェック

事業費計上額

所長・副所長へ説明

・実施内容の必要性の確認

・事業費への影響確認

担当課

発注作業

・予算額、発注仕様の確認

・コスト縮減検討

・各種法手続きチェックリスト

発注前会議

工務課チェック
事業費管理シート整理

各種法手続きチェックリスト

・発注スケジュールの確認
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・設計・積算の妥当性の審査

・事業費への影響確認

・算定方法の確認

所内決裁

事業費管理シ ト整理

・執行額整理

・執行残確認



２）平成28年度コスト縮減等の内容（H29年3月時点）

①事業実施計画（第5回変更）で見込んでいるコスト縮減等

・工事 ： 県道迂回路（交差点部構造）の見直し （減 177百万円）

②その他のコスト増減

・工事 ： 工事用道路トンネル工事における法面対策の見直し（減 4百万円）

付替県道２号トンネル工事における補助工法の追加（増 14百万円）

測量設計費 橋梁 照査 修 設計及び地質調査 追加等 （増 91 ）・測量設計費： 橋梁の照査、修正設計及び地質調査の追加等 （増 91百万円）

・事務費 ： 人件費等の減 （減 46百万円）

・落札差額 ： 工事（ ７件 平均落札率９５％ ） （減 76百万円）落札差額 ： 工事（ ７件 平均落札率９５％ ） （減 76百万円）

業務（１３件 平均落札率７３％ ） （減 67百万円）

減 88百万円

（H28年度契約）
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●コスト縮減

県道迂回路(交差点部構造)の見直し △１７７百万円

当初（高架橋による立体交差)平 面 図

見直し後（平面交差）

【コスト縮減内容】

中村地区取付道路工事

【コスト縮減内容】

高架橋による立体交差の設計だったが、工事用道路１号線と平面交差とすることにより、工事費を縮減する

ことができた。

【コスト縮減の要因】

計画・設計段階の見直し

【縮減額】

約１７７百万円 対象費目［用地費及補償費：補償工事費］
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工事用道路トンネル工事における法面対策の見直し △４百万円

●コスト縮減

当初断面図

グラウンドアンカー施工例

平面図
法枠工（梁500*500）

グラウンドアンカー

（ｱﾝｶｰ体：4.5m,3.0ｍピッチ）
当初断面図

（グラウンドアンカー) 1.5% 1.5%

見直し後断面図

ロックボルト施工後
：排土範囲

法枠工（梁200*200）

1:
1.
2

小段:3500

▼271.775

（ロックボルト）法枠工＋

ロックボルト

法枠工

法枠工＋

法枠工＋

グラウンドアンカー
ロックボルト L=3.5ｍ

（1.2ｍピッチ）
1.5% 1.5%

1:
0.
5

3.5m

3.5m

3.5m

3.5m

3.5m

3.5m

3.5m

【コスト縮減内容】

工事用道路トンネル付帯設備等工事

ロックボルト

【コスト縮減内容】

当初設計では、地山の地形上グラウンドアンカーによる法面対策を想定していたが、地権者の了解のもと地山の一部を

排土することが可能となったため、ロックボルトによる対策に変更し、工事費を縮減することができた。

【コスト縮減の要因】

・地権者了解、設計段階の見直し

【縮減額】

約４百万円 対象費目［仮設備費］
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付替県道２号トンネル工事における補助工法の追加 １４百万円

○コスト増加

当初

平面図
変更

写真①
ﾄﾝﾈﾙ掘削断面

土砂部

当初：充填式 ﾌｫｱﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ L=３ｍ
断面図

側面図

土砂部

← 掘削方向

変更： 長尺鋼管先受工 L=１２．５ｍ

今回該当箇所(終点側坑口部) Ａ
← 掘削方向

【コスト増加内容】

ボ ポ グ

付替県道２号トンネル工事

トンネル坑口の天井部においては、当初、ロックボルトを打設し、孔壁内にモルタルを充填する充填式フォアポーリングにより地山

補強を計画していた。しかし、掘削を行ったところ想定よりも地質が悪く、現工法では十分に安全を確保することができないことから、

地山の広範囲を補強する工法（長尺鋼管先受工）に変更を行ったもの。

【コスト増加の要因】

地質条件の相違

【増加額】

約１４百万円 対象費目［用地費及補償費：補償工事費］
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（３）事業執行上の課題

・事業用地の確保・事業用地の確保

未取得であるダム水没地内用地については、地権者に対し、事業の必要性について理解を

求めるとともに粘り強い交渉に努める。求めるとともに粘り強い交渉に努める。

・導水路工事の発注

発注に先立ち、漁協との漁業補償契約を締結、設計図書等の精査を行い、早期に工事公告

できるよう鋭意作業を進めていく。

・更なるコスト縮減

今後の物価増や不測の事態等に備え 更なる スト縮減に努める今後の物価増や不測の事態等に備え、更なるコスト縮減に努める。

・工程管理工程管理

平成36年度の完成を目指し、適切な工程管理を行う。
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